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計の最適化が加速され、光電気化学的な水分解反応の高性能化につながります。 

 

＜参考図＞ 

 

図１ TiO2ナノチューブアレイ光電極による水素製造。 

光エネルギーを使って水分子を水素分子と酸素分子に分解できる。 

 

 

図２ 走査型電気化学セル顕微鏡（SECCM）による局所分析。ナノピペットを走査することで、 

TiO2ナノチューブアレイの上部と側面の光電気化学応答を計測した。 

 

 

図３ TiO2ナノチューブアレイの三次元凹凸像と局所的な光電流応答。 

チューブの最上部と側面とで光電流値に大きな差は認められなかった。 
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図４ 光照射下における TiO2ナノチューブの電荷分離機構。 

電子はチューブの長軸方向に移動し、正孔は短軸方向に移動する。 

 

 
図５ TiO2ナノチューブアレイに析出した PbO2粒子。矢印で示した PbO2粒子が、 

チューブの外壁と内壁の両方にまばらに付着していた。 

 

＜用語解説＞ 

注１）半導体光電極 

光エネルギーを吸収して電荷キャリア（電子 e−と正孔 h+）を生み出し、酸化反応あるいは還元

反応を引き起こす電極。負の電荷を帯びた電子が伝導帯に励起されることで、価電子帯に正の電荷

を帯びた電子の抜け穴「正孔」が生成する。この電子と正孔が空間的に分離されることによって、

水分解の半反応を促進できる。このような光電気化学作用を利用した水分解反応は、太陽光エネル

ギーの化学エネルギーへの変換に応用できる。 

 

注２）走査型電気化学セル顕微鏡（SECCM） 

電解液と参照極を含むナノピペットをプローブとして用いて、大気環境に存在する試料表面に電

気化学セルを形成し、局所的な電気化学計測を行う。プローブ顕微鏡の技術を応用し、この電気化

学セルを走査することで、電極材料表面の電子移動反応をファラデー電流として可視化できる。

SECCM は Scanning electrochemical cell microscopyの略。 
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